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はじめに

Oracle Solaris 10 JumpStartからOracle Solaris 11自動インストーラへの移行は、いずれ
もOracle Solarisの自動インストール機能である JumpStartから自動インストーラ (AI)
への移行に役立つ情報を提供します。

本書では、次の手順およびツールについて説明します。

■ JumpStartとAIの違い
■ JumpStartルールおよびプロファイルキーワードをAI条件およびマニフェスト
キーワードに変換する方法

■ sysidcfgファイルをAIシステム構成プロファイルに変換する方法
■ js2ai変換ユーティリティーの使用方法
■ Oracle Solaris 10およびOracle Solaris 11の両方のインストールに対応するように 1
つのサーバーを設定する方法

対象読者
本書は、Oracle Solaris 11オペレーティングシステム (OS)の自動インストールを実行
するためにAIの使用に移行する JumpStartユーザーを対象としています。

内容の紹介
本書には次の章が含まれています。

■ 第 1章「JumpStartと自動インストーラの比較」には、JumpStartおよびAIを使用
して各タスクを行う方法を説明したインストールタスクの表を示します。

■ 第 2章「ルールおよびプロファイルファイルの変換」には、JumpStartルールおよ
びプロファイルキーワードと、同等のAI条件およびマニフェスト指令が記載され
ている表を示します。この章では、js2aiユーティリティーを使用した変換の例
も示します。

■ 第 3章「構成ファイルの変換」には、sysidcfgファイルキーワードと、同等のAI
システム構成プロファイル指定が記載されている表を示し、js2aiユーティリ
ティーを使用した変換の例を示します。
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■ 第 4章「Oracle Solaris 11サーバー上の JumpStartを使用したOracle Solaris 10のイン
ストール」では、Oracle Solaris 11サーバーを JumpStartインストールサーバーと
AIインストールサーバーの両方として使用する方法について説明します。

関連情報
『Oracle Solaris 10 9/10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』に
は、JumpStartの使用方法が記載されています。

『Oracle Solaris 11システムのインストール』には、Oracle Solaris 11 OSをインス
トールするためのさまざまな方法 (AIの使用を含む)が説明されています。

『Oracle Solarisの管理:一般的なタスク』の第 6章「サービスの管理 (概要)」で
は、Oracle Solarisサービス管理機構 (SMF)機能について説明します。SMFプロファイ
ルを使用して、システムを構成できます。

pkg(5)マニュアルページでは、インストール用のソフトウェアパッケージの格納や取
得を可能にするOracle Solaris Image Packaging System (IPS)機能について説明しま
す。pkg(1)マニュアルページでは、IPSパッケージのインストール方法について説明
します。

Oracle Solaris 11システムを管理する方法の詳細は、Oracle Solaris 11システム管理ド
キュメントを参照してください。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

はじめに
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表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]

■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

はじめに
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|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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JumpStartと自動インストーラの比較

この章では、次の内容について説明します。

■ JumpStartと自動インストーラ (AI)の類似点と相違点
■ JumpStartからAIへの移行に役立つ参照情報

JumpStartとAIの類似点と相違点
JumpStartとAIの両方とも、手入力なしでネットワーク上の複数のシステムのインス
トールを行うことができます。クライアントはネットワークブートされ、クライア
ントがブートすると、インストーラが引き継ぎます。

JumpStartは、Oracle Solaris 10 OS以前のバージョンのOracle Solaris OSをインストール
します。AIはOracle Solaris 11 OSをインストールします。

JumpStartとAIには、次の共通した特徴があります。

■ システム構成をインストールサーバーに格納することで、手入力なしで複数のク
ライアントのネットワークインストールを行います。

■ 1つの自動インストールで、異なるクライアントに対して異なる種類のインス
トールを行います。

■ x86と SPARCの両方のクライアントをインストールします。

表 1–1 JumpStartとAIのステップの比較

ステップ JumpStart AI

インストール
サーバーを設定しま
す。

setup_install_server(1M)コマンド
を使用します。

installadm create-serviceコマン
ドを使用します。

インストールにクライ
アントを追加します。

add_install_client(1M)コマンドを
使用します。

installadm create-clientコマンド
を使用します。

1第 1 章
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表 1–1 JumpStartとAIのステップの比較 (続き)
ステップ JumpStart AI

派生したプロファイル
を作成します

開始スクリプトを使用します。 派生したマニフェストメカニズムを
使用します。

インストール手順を指
定します。

プロファイルファイルを使用しま
す。

AIマニフェストファイルを使用し
ます。

クライアントをプロビ
ジョニングします。

DVDを使用します。 インターネットまたはローカル
ネットワーク上のパッケージリポジ
トリを使用します。

クライアントのカスタ
マイズを指定します。

ルールファイルを使用して、クライ
アントをプロファイルファイルに関
連付けます。

installadmコマンドの
create-manifest、create-profile、ま
たは set-criteriaサブコマンドを
使用して、クライアントをAIマニ
フェストおよびシステム構成プロ
ファイルに関連付けます。

クライアント構成を指
定します。

終了スクリプトと sysidcfg(4)
ファイルを使用します。

SMFシステム構成プロファイル
ファイルを使用します。初回ブート
時に 1回実行される SMFサービス
によって実行されるスクリプトを使
用します。

JumpStartからAIへの移行情報
JumpStartルール、プロファイル、および構成ファイルをAI条件、AIマニフェス
ト、および SMFシステム構成プロファイルに変換します。

js2aiユーティリティーを取得します。

# pkg install install/js2ai

JumpStartデータをAIデータに変換するには、次の手順に従ってください。
■ js2ai(1M)
■ 第 2章「ルールおよびプロファイルファイルの変換」
■ 第 3章「構成ファイルの変換」

1つのサーバーを JumpStartインストールサーバーおよびAIインストールサーバーの
両方として使用します。
第 4章「Oracle Solaris 11サーバー上の JumpStartを使用したOracle Solaris 10のイン
ストール」

AIクライアントプロビジョニングマニフェストを動的に派生させます。
『Oracle Solaris 11システムのインストール』の「クライアントインストール時の
AIマニフェストの作成」を参照してください。JumpStart開始スクリプトは、イン
ストーラに渡されるインストールパラメータを動的に操作する機能を提供しま
す。AIは、クライアントのインストール時にクライアント属性を照会し、そのク

JumpStartからAIへの移行情報
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ライアント向けにカスタマイズされたプロビジョニングマニフェストを動的に派
生させることができます。環境変数はクライアントのハードウェア属性を指定
し、これらのほとんどは、JumpStart開始スクリプトで使用される環境変数と同じ
です。

AIインストール用のソフトウェアパッケージリポジトリにアクセスします。
インターネット上にあるOracle Solaris 11パッケージリポジトリを使用してくださ
い (pkg.oracle.com )

パッケージリポジトリのローカルコピーを行います (『Oracle Solaris 11パッケージ
リポジトリのコピーおよび作成』)。

システム構成の指示を行います。
SMFプロファイルの作成については、『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』の第 11章「クライアントシステムの構成」を参照してください。

AIクライアントインストールの一部として非大域ゾーンをインストールするため
にAIマニフェストおよび SMFプロファイルを作成することについては、『Oracle
Solaris 11システムのインストール』の第 12章「ゾーンのインストールと構成」を
参照してください。

初回ブート時に 1回実行してユーザー定義スクリプトを実行する SMFサービスを作
成します。
『Oracle Solaris 11システムのインストール』の第 13章「初回ブート時のカスタム
スクリプトの実行」を参照してください。

あるいは、必要なインストールを 1つのインストールファイル内に正確に作成しま
す。
カスタムインストールイメージの作成については、『カスタムOracle Solaris 11イ
ンストールイメージの作成』を参照してください。

JumpStartからAIへの移行情報
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ルールおよびプロファイルファイルの変
換

この章では、JumpStartルールおよびプロファイルファイルをAI条件ファイルおよび
AIマニフェストに変換する方法を示します。ほとんどの変換は、js2aiユーティリ
ティーを使用して実行できます。js2aiユーティリティーについての詳細
は、js2ai(1M)のマニュアルページを参照してください。

AIマニフェストはディスクレイアウトやインストールするソフトウェアパッケージ
などのシステムプロビジョニングを指定するXMLファイルです。AIマニフェストに
ついては、『Oracle Solaris 11システムのインストール』の第 10章「クライアントシ
ステムのプロビジョニング」および ai_manifest(4)のマニュアルページを参照して
ください。

AIではクライアント条件を使用して、クライアントシステムがインストールを完了
するために使用するAIマニフェストファイルを指定します。AIマニフェストがAI
インストールサービスに追加されるとき、コマンド行またはファイルで条件を指定
できます。この章では、js2aiツールを使用して JumpStart rulesファイルをAI条件
ファイルに変更する方法を示します。AIクライアント条件の指定の詳細
は、『Oracle Solaris 11システムのインストール』の第 9章「インストールのカスタマ
イズ」を参照してください。

ルールのキーワードと条件の指令の比較
次の表では、JumpStartルールのキーワードとAI条件の指令を比較します。AIはこ
れらの条件を使用して、正しいAIマニフェストまたはシステム構成プロファイルを
特定のクライアントに適用します。

2第 2 章
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表 2–1 JumpStartルールファイルのキーワードとAI条件の指令の比較

JumpStartルールファイルの
キーワード AI条件ファイルの指令

any サポートされていません。どの選択条件にも一致しないクライアントシ
ステムの場合、AIインストールサービスはデフォルトのAIマニフェス
トを提供します。

arch cpu

コマンドオプション: -c cpu=sparc

条件ファイル:

<ai_criteria name="cpu">
<value>sparc</value>

</ai_criteria>

disksize サポートされていません。AIマニフェストで指定されたターゲットの
ディスクが最低限必要なサイズより大きい場合、AIはターゲット上にイ
ンストールします。

domainname サポートされていません。

hostaddress ipv4

コマンドオプション: -c ipv4=10.6.68.127

条件ファイル:

<ai_criteria name="ipv4">
<value>10.6.68.127</value>

</ai_criteria>

hostname サポートされていません。AIでホストを一意に識別するには、上に示し
た IPアドレスを使用するか、MACアドレスを使用します。

コマンドオプション: -c mac=0:3:ba:33:9d:b6

条件ファイル:

<ai_criteria_name="mac">
<value>0:3:ba:33:9d:b6</value>

</ai_criteria>

installed サポートされていません。AIマニフェストで指定されたターゲットの
ディスクが最低限必要なサイズより大きい場合、AIはターゲット上にイ
ンストールします。

ルールのキーワードと条件の指令の比較
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表 2–1 JumpStartルールファイルのキーワードとAI条件の指令の比較 (続き)
JumpStartルールファイルの
キーワード AI条件ファイルの指令

karch arch

コマンドオプション: -c arch=i86pc

条件ファイル:

<ai_criteria name="arch">
<value>i86pc</value>

</ai_criteria>

memsize mem

コマンドオプション: -c mem=2048

条件ファイル:

<ai_criteria name="mem">
<value>2048</value>

</ai_criteria>

model platform

コマンドオプション: -c platform=SUNW,Sun-Fire-T200

条件ファイル:

<ai_criteria_name="platform">
<value>SUNW,Sun-Fire-T200</value>

</ai_criteria>

network network、範囲を指定した network、または範囲を指定した ipv4を使用し
ます。

コマンドオプション、単一の network値: -c network="10.0.0.0"

条件ファイル、単一の network値:

<ai_criteria name="network">
<value>10.0.0.0</value>

</ai_criteria>

コマンドオプション、ipv4範囲: -c ipv4=10.0.0.1-10.0.0.64

条件ファイル、ipv4範囲:

<ai_criteria name="ipv4">
<range>10.0.0.1 10.0.0.64</range>

</ai_criteria>

osname サポートされていません。

probe サポートされていません。

ルールのキーワードと条件の指令の比較
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表 2–1 JumpStartルールファイルのキーワードとAI条件の指令の比較 (続き)
JumpStartルールファイルの
キーワード AI条件ファイルの指令

totaldisk サポートされていません。AIマニフェストで指定されたターゲットの
ディスクが最低限必要なサイズより大きい場合、AIはターゲット上にイ
ンストールします。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比
較

次の表では、JumpStartプロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令を比較し
ます。AIは、XMLマニフェストファイルを使用してクライアントインストールを定
義します。AIマニフェストについては、『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』の第 10章「クライアントシステムのプロビジョニング」および
ai_manifest(4)のマニュアルページを参照してください。

anyで指定されるデバイスなど、クライアントのインストールプロセスが開始するま
で不明な値を指定する場合、派生したマニフェストスクリプトの使用を検討してく
ださい。派生したマニフェストスクリプトを使用して、たとえばディスクサイズに
基づいてスワップサイズを指定したり、使用可能なディスクに基づいてミラー化を
指定したりすることができます。派生したマニフェストスクリプトについて
は、『Oracle Solaris 11システムのインストール』の「クライアントインストール時
のAIマニフェストの作成」を参照してください。

表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較

JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

archive_location サポートされていません。AIはフラッシュアーカイブからインス
トールしません。

backup_media サポートされていません。backup_mediaキーワードは install_typeの
upgradeオプションと一緒にのみ使用します。AIはアップグレードイ
ンストールタイプをサポートせず、初期インストールのみサポートし
ます。

boot_device device
boot_device c1t0d0

<target>

<disk whole_disk="true">
<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false"/>
</target>

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

boot_device device eeprom
boot_device c0t0d0s0 update

上記と同じです。このキーワードの 2番目のトークン値 (SPARCシス
テムの場合は update、x86システムの場合は preserve)は、AIではサ
ポートされていません。AIでは、SPARCシステムの EEPROMは、イ
ンストールしたシステムが指定したターゲットデバイスから自動的に
ブートするように、常にそのデバイスに更新されます。x86システム
では、ファームウェアは更新されません。

bootenv サポートされていません。AIはブート環境を作成し、Oracle Solaris 11
OSをそのブート環境にインストールします。

client_arch サポートされていません。インストールされるクライアントアーキテ
クチャーはAIマニフェストでなくAIインストールサービスによって
定義されます。

client_root サポートされていません。ターゲットディスクの種類、ベンダー、お
よびサイズを指定できます。ターゲットディスクのルート領域の量は
指定できません。ai_manifest(4)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

client_swap サポートされていません。デフォルトでは、AIはルートプールにス
ワップボリュームを作成します。スワップスライスを指定できま
す。ai_manifest(4)のマニュアルページを参照してください。

cluster cluster-name サポートされていません。clusterおよび package指定の扱い方につい
ては、26ページの「ソフトウェアパッケージの変換」を参照してくだ
さい。

Oracle Solaris 11 OSは、pkg(5)グループパッケージを使用します。グ
ループパッケージは、マニフェストでほかのパッケージを指定するよ
うにして指定します。デフォルトのAIマニフェストには、標準の
Oracle Solaris 11インストールに必要なパッケージが含まれていま
す。このパッケージリストはカスタマイズ可能です。

cluster cluster-name delete サポートされていません。deleteスイッチは、install_typeの
upgradeオプションと一緒にのみ使用します。AIはアップグレードイ
ンストールタイプをサポートせず、初期インストールのみサポートし
ます。

dontuse サポートされていません。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

fdisk disk_name type size
fdisk c0t3d0 solaris all

<target>

<disk whole_disk="true">
<disk_name name="c0t3d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191"/>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false"/>
</target>

AIでサポートされているディスクおよびパーティション属性の完全な
一覧については、ai_manifest(4)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

js2aiによる変換:

js2ai変換の場合、disk_nameの値はデバイスにする必要がありま
す。allのデバイスはサポートされていません。fdiskタイプは
solarisにする必要があります。サイズ 0または deleteはサポートさ
れていません。パーティション分割が defaultで、rootdiskが設定さ
れていない場合、js2aiは最初に見つかった fdisk solaris

パーティションをルートディスクとして設定します。

filesys UFSファイルシステムはサポートされません。AIは ZFSファイルシス
テムをインストールします。

js2aiによる変換:
ルートに使用するデバイスを決定するための方法が他にない場
合、filesysの行で /のマウントポイントが付いたデバイスが
ルートプールとして使用されます。

指定されたマウントポイントが /または swapの場合は、ローカル
およびミラー化されたファイルシステムがサポートされます。

マウントポイントが /または swapでない場合、行はログに記録さ
れて無視されます。JumpStart fsoptionsはサポートされません。

サイズの検証は実行されません。このマニフェストを使用して正
しくインストールを行うには、生成されたAIマニフェスト内で指
定されるサイズを調整することが必要な場合があります。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

filesys c1t0d0s0 10000 / 次のAIマニフェストの一部は x86プラットフォーム用のもので
す。SPARCプラットフォームの場合、partition要素は指定されませ
ん。

<target>

<disk>

<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true"
in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="10000mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="rpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="none"/>

</zpool>

</logical>

</target>

js2aiによる変換:

js2aiツールでは、ルートファイルシステム (/)および swapの変換の
みサポートします。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

filesys mirror:rpool

c6t0d0s0 c6t1d0s0 60048 /

次のAIマニフェストの一部は x86プラットフォーム用のもので
す。SPARCプラットフォームの場合、partition要素は指定されませ
ん。

<target>

<disk>

<disk_name name="c6t1d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true"
in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="60048mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<disk>

<disk_name name="c6t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true"
in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="60048mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="rpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="mirror"/>

</zpool>

</logical>

</target>

filesys server:path サポートされていません。AIはリモートファイルシステムをサポート
しません。

forced_deployment サポートされていません。AIはフラッシュアーカイブからインス
トールしません。

geo サポートされていません。AIでは、言語サポート用の地理的地域はシ
ステム構成プロファイルで指定されます。『Oracle Solaris 11システム
のインストール』の第 11章「クライアントシステムの構成」を参照し
てください。

install_type AIは initial_installのみサポートします。

layout_constraint サポートされていません。AIは initial_installのみサポートしま
す。

local_customization サポートされていません。AIはフラッシュアーカイブからインス
トールしません。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

locale サポートされていません。AIでは、ロケールサポートはシステム構成
プロファイルで指定されます。『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』の第 11章「クライアントシステムの構成」を参照してくださ
い。

metadb サポートされていません。

no_content_check サポートされていません。AIはフラッシュアーカイブからインス
トールしません。

no_master_check サポートされていません。AIはフラッシュアーカイブからインス
トールしません。

num_clients サポートされていません。

package SUNWpampkcs11

package SUNWpampkcs11 add

<software type="IPS">
<software_data action="install">
<name>pkg:/SUNWpampkcs11</name>

</software_data>

</software>

パッケージ名が有効であることを確認する方法については、26ページ
の「ソフトウェアパッケージの変換」を参照してください。

package SUNWpampkcs11 add nfs

golden:/packages/Solaris_10

AIマニフェストでは、すべてのソフトウェアは IPSパッケージリポジ
トリから取得されます。IPSリポジトリの場所はHTTPまたはファイ
ルとすることができます。ソフトウェアソースとして複数の IPSリポ
ジトリを指定できます。パブリッシャーの指定方法については
ai_manifest(4)のマニュアルページを参照してください。

js2aiによる変換:

js2aiツールは retrieval_type location引数を無視します。

package SUNWpampkcs11 delete <software type="IPS">
<software_data action="uninstall">
<name>pkg:/SUNWpampkcs11</name>

</software_data>

</software>

AIは初期インストールのみサポートするため、パッケージを削除する
ためにAIマニフェストを使用する必要はありません。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

partitioning default

partitioning explicit

ターゲットのインストールデバイスを指定しない場合、AIはデフォル
トのインストールデバイスとデフォルトのパーティション分割を決定
します。カスタムのパーティション分割を指定するに
は、ai_manifest(4)のマニュアルページを参照してください。

js2aiによる変換:

js2aiでは、パーティション分割は defaultまたは explicitとする必
要があります。explicitの場合、swapおよび /のみがサポートされま
す

partitioning existing サポートされていません。js2aiでは、パーティション分割は default

または explicitとする必要があります。

patch サポートされていません。AIは initial_installのみサポートしま
す。

システムまたは特定のパッケージを更新するには、インストールされ
たシステム上で pkg updateコマンドを使用します。

pool newpool auto auto auto c1t0d0s0 <target>

<disk>

<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true"
in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="newpool" name="0"/>

</partition>

</disk>

<logical nodump="false" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="newpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="none"/>

</zpool>

</logical>

</target>

js2aiによる変換:

プロファイル内でプールが指定された場合、js2aiは指定されたデバ
イスを使用して ZFSルートプールを作成します。ZFSルートプールに
使用するデバイスを js2aiが決定する際、poolキーワードが他のすべ
てのキーワードに優先されます。

js2aiはプールサイズ、スワップサイズ、またはダンプサイズのあら
ゆる検証を実行しません。このマニフェストを使用したインストール
に成功するには、生成されたAIマニフェスト内のサイズを調整する
ことが必要な場合があります。

プロファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較
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表 2–2 JumpStartプロファイルファイルのキーワードとAIマニフェストの指令の比較 (続き)
JumpStartプロファイルファイルのキーワード AIマニフェストの指令

pool newpool auto auto auto any js2aiで、物理デバイス名の代わりに anyを指定する場合、anyパラ
メータを含む指定よりも前にデバイス情報を提供しておく必要があり
ます。たとえば、この pool指定の前に root_deviceまたは usedisk指
定を行うことができます。例については、34ページ
の「mirrorpool.profileエラーの修正」を参照してください。

root_device c1t0d0s0 <target>

<disk whole_disk="true">
<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true"
in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0"/>

</partition>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="rpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="none"/>

</zpool>

</logical>

</target>

js2aiによる変換:

root_deviceが指定された場合、js2aiは指定されたデバイスに
rootdiskを設定します。

system_type AIマニフェストはシステムタイプを区別しません。

js2aiによる変換:

値 standaloneのみがサポートされています。

usedisk js2aiによる変換:

js2aiツールは後続の anyまたは rootdisk指定を解決するために、指
定された 1つ以上のデバイスを使用する場合があります。指定された
がこの目的で使用されないデバイスは、ZFSルートプールがミラー化
されていない場合、js2aiによってこのプールに追加されます。

js2aiの使用による JumpStartルールおよびプロファイル
からAI条件およびマニフェストへの変換

js2aiユーティリティーで -rオプションを使用すると、JumpStartルールおよび関連
付けられたプロファイルがAI条件およびマニフェストに変換されます。最初は -Sオ
プションを使用して検証をスキップします。

/usr/sbin/js2ai -rS [-d sysidcfg_dir] [-D destination_dir]

js2aiの使用による JumpStartルールおよびプロファイルからAI条件およびマニフェストへの変換
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このコマンドは、rulesファイルおよび rulesファイルによって参照されるプロ
ファイルで変換操作を実行します。rulesファイルで参照される各プロファイル
は、AIクライアントプロビジョニングマニフェスト
(/usr/share/auto_install/manifest/default.xml )に対して処理されます。このス
テップでは、JumpStart rulesファイルで指定されたプロファイルごと
に、AI_profile_nameという名前のディレクトリを作成します。AI_profile_nameディレ
クトリには、このプロファイルを参照するルールに対応するAI条件ファイルが
criteria-rule_number.xmlの形式で格納されます。また、AI_profile_nameディレクト
リには、profile_nameプロファイルファイルに対応するAIマニフェストファイルが
profile_name.arch.xmlの形式で格納されます。

変換が正常に完了したというメッセージが表示されない場合、エラーレポートおよ
び js2ai.logファイルを調べます。エラーレポートおよびログファイルは、警告、処
理エラー、サポートされない項目、変換エラー、および検証エラーを報告しま
す。エラーレポートは stdoutへの表出力で、rulesおよびプロファイルファイルの
変換中に発生したタイプごとのエラーの番号を示します。ログファイルには問題が
記述されます。

1. 処理エラーを修正します。
2. rulesファイルおよびプロファイルファイルから、サポート外項目として一覧表
示されたすべての行を削除します。

3. 変換エラーを検査して、可能な場合はエラーを修正します。それ以外の場合
は、エラーの原因となっている行を削除します。

4. 警告メッセージを検査して、修正が必要ないことを確認します。

変換が正しく完了したことを示すメッセージを受け取ったら、-Sオプションを付け
ずに js2aiコマンドを実行して、出力されたAIマニフェストを検証します。検証エ
ラーはAIマニフェストファイル内で修正する必要があります。

特定の出力AIマニフェストを適切なAI DTDに対して検証するには、js2aiコマンド
に -Vオプションを付けて実行します。

/usr/sbin/js2ai -V manifest_file

AIマニフェストは、AIインストールサービスに追加されるときも検証されます。

js2aiユーティリティーを使用して、rulesファイルとその rulesファイルに関連付
けられたすべてのプロファイルの代わりに、1つの JumpStartプロファイルファイル
を変換するには、-rオプションの代わりに -pオプションを使用します。

/usr/sbin/js2ai -p JS_profile_name [-d sysidcfg_dir] [-D destination_dir]

js2aiによる JumpStartデバイス指定の変換方法
このセクションでは、js2aiが JumpStartプロファイル指定からAIマニフェスト用の
ターゲット要素を決定する方法について説明します。
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システムのルートディスクを決定する方法
プロファイルの変換プロセス中は、js2aiはプロファイルが参照するクライアントシ
ステムにアクセスしないため、js2aiはできる限り JumpStartと一致するプロセスを
使用して、変換中にルートディスクを決定しようとします。

js2aiツールは次のステップを実行して、ルートディスクで使用するデバイスを決定
します。

1. プロファイルで root_deviceキーワードが指定されている場合、js2aiは rootdisk

をスライスが存在するデバイスに設定します。

2. rootdiskが設定されておらず、プロファイルで boot_deviceキーワードが指定さ
れている場合、js2aiは rootdiskをブートデバイスに設定します。

3. rootdiskが設定されておらず、partitioning defaultが指定され、solaris fdisk

エントリが指定されている場合、js2aiは rootdiskを指定された disk_nameに設
定します。

4. rootdiskが設定されておらず、プロファイルで filesys cwtxdysz size /エントリが
指定されている場合、js2aiは rootdiskをそのエントリで指定された cwtxdysz
ディスクに設定します。

5. rootdiskが設定されておらず、プロファイルで usedisk disk_nameエントリが指定
されている場合、js2aiは rootdiskをそのエントリで指定された disk_name
ディスクに設定します。

6. rootdiskが設定されておらず、プロファイルで次の指定が見つかった場合 (sizeは
0または deleteでなく、disk_nameは allでない)、rootdiskはこの disk_nameに設
定されます。

fdisk disk_name solaris size
7. rootdiskが設定されていない場合、デバイスが rootdiskとして指定されたオカレ
ンスで変換エラーが生成されます。

anyデバイスの変換方法
js2aiツールは次のステップを実行して、anyキーワードが指定されているときに使
用するデバイスを決定します。

1. anyデバイスが指定されていて、キーワードアクション (ミラー化されていない
プール、または /マウントポイントを使用した filesys)が指定されている場
合、anyデバイスは rootdiskに設定されます (rootdiskが設定されている場合)。

2. anyデバイスが変換されておらず、usedisk文がプロファイル内に存在する場
合、anyデバイスが usedisk文で指定されたデバイスに設定されます。

3. anyデバイスが変換されておらず、anyデバイスが指定されたアクションによって
ZFSルートプールが作成される場合、AIはそのデバイスを選択します。ミラー化
されたプールが指定されている場合、これは適用できません。
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ZFSルートプールを決定する方法
js2aiツールは次のステップを実行して、ZFSルートプールで使用するデバイスを決
定します。ZFSルートプールが決定されると、その後に検出される定義がすでに決定
されている ZFSルートプールと競合する場合、エラーとしてフラグが設定されま
す。

1. プロファイルで poolキーワードが指定されている場合、js2aiは ZFSルート
プールを poolキーワードで指定されたデバイスに設定します。

2. ZFSルートプールが決定されておらず、プロファイルでマウントポイント /を使
用して filesysが指定された場合、ZFSルートプールは指定されたデバイスを使
用して作成されます。

3. ZFSルートプールが決定されておらず、プロファイル内のすべてのキーワードが
処理され、rootdiskが設定されている場合、ZFSルートプールは rootdiskデバイ
スを使用して作成されます。

4. ZFSルートプールが決定されておらず、パーティションタイプが defaultの場
合、AIは ZFSルートプールで使用するデバイスを選択します。

5. ZFSルートプールが決定されておらず、処理中にエラーが発生しなかった場
合、AIは ZFSルートプールで使用するデバイスを選択します。

6. ZFSルートプールがミラー化されたプールではなく、指定された 1つ以上の
usediskデバイスが rootdiskデバイスまたは anyデバイスの変換で使用されてい
ない場合、これらのディスクが ZFSルートプールに追加されます。

ソフトウェアパッケージの変換
JumpStartプロファイルでは clusterおよび packageキーワードを使用してソフト
ウェアをシステムにインストールします。clusterキーワードはAIではサポートさ
れません。IPSでは、合体パッケージまたはグループパッケージをインストールする
構文は、他のパッケージをインストールする構文と同じです。JumpStartプロファイ
ル内の clusterを単に packageに変更すると、js2aiはAIマニフェスト内で正しい
パッケージインストール指定を作成します。

ヒント – AIマニフェスト内のパッケージ名を確認してください。AIマニフェスト内
でインストール用に指定されたパッケージが、そのAIマニフェスト内で指定された
どのパブリッシャー起点からも利用できない場合、クライアントインストールは失
敗します。

IPSパッケージ名は SVR4パッケージ名と異なります。たとえば、SVR4パッケージ
SUNWpampkcs11の名前は IPSでは library/security/pam/module/pam-pkcs11に変更され
ます。
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一部の SVR4パッケージ名は IPS内に存在するため、SVR4名を使用して IPS
パッケージをインストールできます。たとえば、AIマニフェストで SUNWpampkcs11

パッケージのインストールが指定された場
合、library/security/pam/module/pam-pkcs11パッケージが自動的にインストールさ
れます。この場合、パッケージの名前が変更されます。

一部の SVR4パッケージ名は IPS内に存在しません。これらの場合、パッケージ名を
変更するか、その指定をAIマニフェストから削除する必要があります。たとえ
ば、SUNWCallおよび SUNWCuserパッケージは IPS内で名前変更されません。AIマニ
フェストでこれらのパッケージが指定された場合、インストールは失敗します。

js2aiユーティリティーは、JumpStartプロファイルファイルからの指定を含む新規
AIマニフェストを構築するための基礎とし
て、/usr/share/auto_install/manifest/default.xml AIマニフェストを使用しま
す。このデフォルトAIマニフェストは、基本オペレーティングシステムをインス
トールする 2つのパッケージ (entireおよび solaris-large-server)のインストールを
指定します。これら 2つのパッケージの他は、おそらく追加のツールおよびアプリ
ケーションのインストールを指定するだけで済みます。

AIマニフェスト内で特定のパッケージ名が使用できるかどうかを判断するに
は、Oracle Solaris 11システムで pkg listコマンドを使用します。AIマニフェスト内
で指定された IPSパッケージリポジトリ起点からのパッケージを一覧表示するための
-gオプションを必ず使用してください。この例では、AIマニフェストは
http://pkg.oracle.com/solaris11/releaseリポジトリ起点を指定します。

$ pkg list -af -g http://pkg.oracle.com/solaris11/release SUNWCall SUNWCuser

pkg list: no packages matching ’SUNWCuser, SUNWCall’ known

このメッセージは、これら 2つのパッケージがこのAIマニフェスト内で使用できな
いことを示しています。

$ pkg list -af -g http://pkg.oracle.com/solaris11/release SUNWpampkcs11

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

SUNWpampkcs11 0.6.0-0.133 --r

最も右側の列の「r」は、このパッケージの名前が変更されていることを示しま
す。この名前を AIマニフェスト内で使用できますが、pkg infoコマンドを使用して
パッケージの新しい名前を決定した方がよい場合もあります。

次の出力の「Renamed to」行を参照してください。SUNWpampkcs11パッケージの名前
は library/security/pam/module/pam-pkcs11に変更されています。今後のOracle
Solaris更新との互換性を高めるために、AIマニフェスト内で
library/security/pam/module/pam-pkcs11を指定した方がよい場合もあります。

$ pkg info -r SUNWpampkcs11

Name: SUNWpampkcs11

Summary:

State: Not installed (Renamed)

js2aiの使用による JumpStartルールおよびプロファイルからAI条件およびマニフェストへの変換

第 2章 • ルールおよびプロファイルファイルの変換 27



Renamed to: library/security/pam/module/pam-pkcs11@0.6.0-0.133

consolidation/sfw/sfw-incorporation

Publisher: solaris

Version: 0.6.0

Build Release: 5.11

Branch: 0.133

Packaging Date: Wed Oct 27 18:50:11 2010

Size: 0.00 B

FMRI: pkg://solaris/SUNWpampkcs11@0.6.0,5.11-0.133:20101027T185011Z

$ pkg info -r pam-pkcs11

Name: library/security/pam/module/pam-pkcs11

Summary: The OpenSC PKCS#11 PAM Login Tools

Category: System/Security

State: Not installed

Publisher: solaris

Version: 0.6.0

Build Release: 5.11

Branch: 0.173.0.0.0.0.487

Packaging Date: Sun Aug 28 00:16:46 2011

Size: 1.92 MB

FMRI: pkg://solaris/library/security/pam/module/pam-pkcs11@...

$ pkg list -af -g http://pkg.oracle.com/solaris/release SUNWmysql

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

SUNWmysql 4.0.24-0.142 --o

最も右側の列の「o」は、このパッケージが廃止されていることを示します。この
パッケージ名は AIマニフェスト内で使用できません。pkg listコマンドにワイルド
カードを指定して使用するか、pkg searchコマンドを使用して、使用可能な別の名
前でパッケージが使用できるかどうかを判断します。

$ pkg list -af SUNWmysql*

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

SUNWmysql 4.0.24-0.142 --o

SUNWmysql-base 0.5.11-0.133 --r

SUNWmysql-python 0.5.11-0.162 --o

SUNWmysql-python26 0.5.11-0.133 --r

SUNWmysql5 5.0.86-0.171 --o

SUNWmysql5 5.0.86-0.133 --r

SUNWmysql51 5.1.37-0.133 --r

SUNWmysql51lib 5.1.37-0.133 --r

SUNWmysql51test 5.1.37-0.133 --r

SUNWmysql5jdbc 5.1.5-0.171 --o

SUNWmysql5jdbc 5.1.5-0.133 --r

SUNWmysql5test 5.0.86-0.171 --o

SUNWmysql5test 5.0.86-0.133 --r

SUNWmysqlt 4.0.24-0.142 --o

$ pkg info -r SUNWmysql51

Name: SUNWmysql51

Summary:

State: Not installed (Renamed)

Renamed to: database/mysql-51@5.1.37-0.133

consolidation/sfw/sfw-incorporation

Publisher: solaris

Version: 5.1.37

Build Release: 5.11

Branch: 0.133
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Packaging Date: Wed Oct 27 18:49:18 2010

Size: 0.00 B

FMRI: pkg://solaris/SUNWmysql51@5.1.37,5.11-0.133:20101027T184918Z

AIマニフェスト内で SUNWmysqlを database/mysql-51に置換した方がよい場合もあり
ます。

js2aiを使用したルールおよびプロファイルの変換
例
このセクションでは、単一の js2aiコマンドの使用による、JumpStart rulesファイル
およびその rulesファイルによって参照されるすべてのプロファイルファイルの変換
を示します。デフォルトでは、変換された各プロファイルは、AI_profile-filenameと
いう名前のディレクトリに出力されます。そのプロファイルを選択するルール
は、AI基準ファイルと同じディレクトリに出力されます。

JumpStartルールファイルとプロファイルファイルの例
この例では次の rulesファイルを使用します。

# The following rule matches only one system:

hostname sample_host - fdisk.profile -

# The following rule matches only one system:

hostaddress 10.6.68.127 - mirrorfilesys.profile -

# The following rule matches any system that is on the 924.222.43.0 network:

network 924.222.43.0 - rootdisk.profile -

# The following rule matches all x86 systems:

arch i386 - mirrorpool.profile -

fdisk.profileファイルの内容は次のとおりです。

install_type initial_install

system_type server

root_device c1t0d0s0

usedisk c1t0d0

fdisk rootdisk solaris all

partitioning explicit

filesys rootdisk.s1 5000 swap

filesys rootdisk.s0 10000 /

cluster SUNWCall

mirrorfilesys.profileファイルの内容は次のとおりです。
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install_type initial_install

partitioning default

filesys mirror c6t0d0s0 c6t1d0s0 60048

cluster SUNWCuser

mirrorpool.profileファイルの内容は次のとおりです。

install_type initial_install

partitioning default

pool newpool auto auto auto mirror any any

cluster SUNWCuser

rootdisk.profileファイルの内容は次のとおりです。

install_type initial_install

partitioning explicit

filesys rootdisk.s0 15000 /

filesys rootdisk.s1 1000 swap

cluster SUNWCall

ルールファイルオプションを指定した js2aiの使用
次のコマンドを使用して、この rulesファイルを処理します。検証が実行されな
かったため、エラーレポートでは検証エラーはハイフン文字として表示されま
す。検証は -Sオプションによって抑制されます。

# js2ai -rS

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

------------------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

rules 0 0 1 0 -

fdisk.profile 0 0 2 0 -

mirrorfilesys.profile 0 0 2 0 -

mirrorpool.profile 0 0 1 1 -

rootdisk.profile 0 0 1 2 -

Conversion completed. One or more failures occurred.

For errors see js2ai.log

# cat js2ai.log

rules:line 3:UNSUPPORTED: unsupported keyword: hostname

fdisk.profile:line 2:UNSUPPORTED: unsupported value for ’system_type’ specified: server

fdisk.profile:line 9:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

mirrorfilesys.profile:line 3:UNSUPPORTED: unsupported mount point of ’unnamed’ specified,

mount points other than ’/’ and ’swap’ are not supported

mirrorfilesys.profile:line 4:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

mirrorpool.profile:line 3:CONVERSION: unable to convert ’any’ device to physical device. Replace ’any’

with actual device name

mirrorpool.profile:line 4:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

rootdisk.profile:line 3:CONVERSION: unable to convert ’rootdisk.s0’. Replace’rootdisk.’ with actual

device name

rootdisk.profile:line 4:CONVERSION: unable to convert ’rootdisk.s1’. Replace’rootdisk.’ with actual

device name

rootdisk.profile:line 5:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

出力は、AI_profile-filenameという名前のディレクトリに格納されます。JumpStart
ルールから作成されたすべてのAI条件ファイルは、rulesファイル内のルールの位
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置から名前が付けられます。AIマニフェストには profile-filename. arch.xmlという名
前が付けられ、archは generic、x86、または sparcです。

# ls AI_*

AI_fdisk.profile:

fdisk.profile.x86.xml

AI_mirrorfilesys.profile:

criteria-2.xml mirrorfilesys.profile.generic.xml

AI_mirrorpool.profile:

criteria-2.xml mirrorpool.profile.generic.xml

AI_rootdisk.profile:

criteria-3.xml rootdisk.profile.generic.xml

同等のAI条件ファイル
ログファイルでは、JumpStartルールキーワード hostnameが、AIマニフェストを選択
するためのAI条件キーワードとしてサポートされないと報告されていま
す。hostnameキーワードは、fdisk.profileプロファイルを使用するクライアントを
指定するために使用されます。hostnameはAIマニフェストを選択するためにサ
ポートされるキーワードではないため、新しい AI_fdisk.profileディレクトリには
AI条件ファイルが含まれません。

この問題は、rulesファイル内で hostnameを hostaddressに変更することによって修
正できます。

この問題は、hostnameシステムを識別するMACアドレスまたは IPアドレスを指定
するAI条件ファイルを作成することによっても修正できます。たとえ
ば、sample_hostのMACアドレスが 0:14:4F:20:53:97の場合、次の条件ファイルは
JumpStartルール hostname sample_hostと同等です。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<ai_criteria_manifest>

<ai_criteria name="mac">
<value>0:14:4F:20:53:97</value>

</ai_criteria>

</ai_criteria_manifest>

システムのMACアドレスを見つけるには、『Oracle Solaris管理:ネットワークインタ
フェースとネットワーク仮想化』および dladm(1M)のマニュアルページに記載され
ているように、dladmコマンドを使用してください。

JumpStartルール hostaddress 10.6.68.127について、js2aiユーティリティーは AI条
件ファイル AI_mirrorfilesys.profile/criteria-2.xml を自動的に作成し、JumpStart
の hostaddressキーワードをAIの ipv4キーワードに置換します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<ai_criteria_manifest>

<ai_criteria name="ipv4">
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<value>

10.6.68.127

</value>

</ai_criteria>

</ai_criteria_manifest>

JumpStartルール network 924.222.43.0について、js2aiユーティリティーは AI条件
ファイル AI_rootdisk.profile/criteria-3.xmlを自動的に作成し、指定されたネット
ワークアドレスに基づいて IPアドレスの範囲を指定します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<ai_criteria_manifest>

<ai_criteria name="ipv4">
<range>

924.222.43.0 924.222.43.255

</range>

</ai_criteria>

</ai_criteria_manifest>

JumpStartルール arch i386について、js2aiユーティリティーは AI条件ファイル
AI_mirrorpool.profile/criteria-4.xmlを自動的に作成し、JumpStartの arch

キーワードをAIの cpuキーワードに置換します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<ai_criteria_manifest>

<ai_criteria name="cpu">
<value>

i386

</value>

</ai_criteria>

</ai_criteria_manifest>

同等のAIマニフェストファイル
js2aiユーティリティーは通常、エラーが報告される場合であっても、JumpStartプ
ロファイルごとにAIマニフェストを作成します。このセクションでは、出力される
AIマニフェストがさらに完全になるようにするために、一部の一般的なエラーに対
処する方法について説明します。

fdisk.profileエラーの修正

js2aiユーティリティーは fdisk.profile JumpStartプロファイルについて次のエ
ラーを表示しました。

fdisk.profile:line 2:UNSUPPORTED: unsupported value for ’system_type’ specified: server

fdisk.profile:line 9:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

これら 2つの行は無視され、出力AIマニフェストに影響しません変換でエ
ラーメッセージを出さないようにする場合は、これら 2つの行を削除できま
す。fdisk.profileファイルの内容は次のとおりです。

js2aiの使用による JumpStartルールおよびプロファイルからAI条件およびマニフェストへの変換

Oracle Solaris 10 JumpStartからOracle Solaris 11自動インストーラへの移行 • 2012年 3
月、E25765-03

32



install_type initial_install

root_device c1t0d0s0

usedisk c1t0d0

fdisk rootdisk solaris all

partitioning explicit

filesys rootdisk.s1 5000 swap

filesys rootdisk.s0 10000 /

js2aiユーティリティーの -pオプションを使用して、このプロファイルのみ処理し
ます。

# js2ai -p fdisk.profile

Successfully completed conversion

出力AIマニフェスト AI_fdisk.profile/fdisk.profile.x86.xmlの targetスタンザに
は次の内容があります。

<target>

<disk whole_disk="true">
<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true" is_swap="true" name="1">
<size val="5000mb"/>

</slice>

<slice action="create" force="true" in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="10000mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="rpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="none"/>

</zpool>

</logical>

</target>

softwareスタンザは /usr/share/auto_install/manifest/default.xml内のものと同じ
です。これは、このプロファイルにはパッケージ指定が含まれていないためです。

mirrorfilesys.profileエラーの修正

js2aiユーティリティーは mirrorfilesys.profile JumpStartプロファイルについて次
のエラーを表示しました。

mirrorfilesys.profile:line 3:UNSUPPORTED: unsupported mount point of ’unnamed’ specified,

mount points other than ’/’ and ’swap’ are not supported

mirrorfilesys.profile:line 4:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

JumpStartプロファイルファイルでは、filesys mirror指定の file_systemパラメータは
省略可能です。js2ai変換では、file_systemパラメータは省略できず、/または swap

の 2つ値のいずれかを持つ必要があります。
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mirrorfilesys.profileファイルを編集して、filesys指定の末尾に「/」を追加
し、cluster行を削除します。すると、mirrorfilesys.profileファイルの内容は次
のようになります。

install_type initial_install

partitioning default

filesys mirror c6t0d0s0 c6t1d0s0 60048 /

AI_mirrorfilesys.profile/criteria-2.xmlファイルを別の場所に保存します。次
に、js2aiユーティリティーの -pオプションを使用して、このプロファイルのみ処
理します。

# js2ai -p mirrorfilesys.profile

Successfully completed conversion

AI_mirrorfilesys.profileディレクトリには、mirrorfilesys.profile.sparc.xmlおよ
び mirrorfilesys.profile.x86.xmlの 2つの出力AIマニフェストが格納されていま
す。これら 2つのAIマニフェストの違いは、mirrorfilesys.profile.x86.xmlには 2
つの partition指定が含まれていることだけです。mirrorfilesys.profile.x86.xml

マニフェストの targetスタンザの内容は次のとおりです。

<target>

<disk>

<disk_name name="c6t1d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true" in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="60048mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<disk>

<disk_name name="c6t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true" in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="60048mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="rpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="mirror"/>

</zpool>

</logical>

</target>

softwareスタンザは /usr/share/auto_install/manifest/default.xml内のものと同じ
です。これは、このプロファイルにはパッケージ指定が含まれていないためです。

mirrorpool.profileエラーの修正

js2aiユーティリティーは mirrorpool.profile JumpStartプロファイルについて次の
エラーを表示しました。
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mirrorpool.profile:line 4:CONVERSION: unable to convert ’any’ device to physical device.

Replace ’any’ with actual device name

mirrorpool.profile:line 8:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

これらのエラーを修正するには、次の 2つの方法のいずれかを使用します。これら
の修正は、両方ともまったく同じAIマニフェスト出力を生成します。25ページ
の「anyデバイスの変換方法」も参照してください。

■ mirrorpool.profileプロファイルを編集し、anyを物理デバイス名に置換しま
す。また、cluster行を削除します。すると、mirrorpool.profileファイルの内容
は、たとえば次のようになります。

install_type initial_install

partitioning default

pool newpool auto auto auto mirror c6t0d0s0 c6t1d0s0

■ pool指定の vdevlist一覧に、物理デバイス名でなく anyを指定した場合、anyパラ
メータを含む指定よりも前にデバイス情報を提供しておく必要がありま
す。mirrorpool.profileプロファイルを編集して、プール指定の前に usedisk指
定を追加します。また、cluster行を削除します。すると、mirrorpool.profile

ファイルの内容は、たとえば次のようになります。

install_type initial_install

partitioning default

usedisk c6t0d0 c6t1d0

pool newpool auto auto auto mirror any any

AI_mirrorpool.profile/criteria-4.xmlファイルを別の場所に保存します。次
に、js2aiユーティリティーの -pオプションを使用して、このプロファイルのみ処
理します。

# js2ai -p mirrorpool.profile

Successfully completed conversion

AI_mirrorpool.profileディレクトリには、mirrorpool.profile.sparc.xmlおよび
mirrorpool.profile.x86.xmlの 2つの出力AIマニフェストが格納されています。こ
れら 2つのAIマニフェストの違いは、mirrorpool.profile.x86.xmlには 2つの
partition指定が含まれていることだけです。mirrorpool.profile.x86.xmlマニ
フェストの targetスタンザの内容は次のとおりです。

<target>

<disk>

<disk_name name="c6t1d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true" in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="newpool" name="0"/>

</partition>

</disk>

<disk>

<disk_name name="c6t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true" in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="newpool" name="0"/>

</partition>

</disk>
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<logical nodump="false" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="newpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="mirror"/>

</zpool>

</logical>

</target>

softwareスタンザは /usr/share/auto_install/manifest/default.xml内のものと同じ
です。これは、このプロファイルにはパッケージ指定が含まれていないためです。

rootdisk.profileエラーの修正

js2aiユーティリティーは rootdisk.profile JumpStartプロファイルについて次のエ
ラーを表示しました。

rootdisk.profile:line 3:CONVERSION: unable to convert ’rootdisk.s0’.

Replace’rootdisk.’ with actual device name

rootdisk.profile:line 4:CONVERSION: unable to convert ’rootdisk.s1’.

Replace’rootdisk.’ with actual device name

rootdisk.profile:line 5:UNSUPPORTED: unsupported keyword: cluster

これらのエラーを修正するには、次の 2つの方法のいずれかを使用します。これら
の修正は、両方ともまったく同じAIマニフェスト出力を生成します。

■ rootdisk.profileプロファイルを編集し、rootdisk.を c0t0d0に置換します。ま
た、cluster行を削除します。すると、rootdisk.profileファイルの内容は次の
ようになります。

install_type initial_install

partitioning explicit

filesys c0t0d0s0 15000 /

filesys c0t0d0s1 1000 swap

■ rootdisk.profileプロファイルを編集して root_device指定を追加し、cluster行
を削除します。すると、rootdisk.profileファイルの内容は次のようになりま
す。

install_type initial_install

partitioning explicit

root_device c0t0d0s0

filesys rootdisk.s0 15000 /

filesys rootdisk.s1 1000 swap

AI_rootdisk.profile/criteria-3.xmlファイルを別の場所に保存します。次
に、js2aiユーティリティーの -pオプションを使用して、このプロファイルのみ処
理します。

# js2ai -p rootdisk.profile

Successfully completed conversion

AI_rootdisk.profileディレクトリには、rootdisk.profile.sparc.xmlおよび
rootdisk.profile.x86.xmlの 2つの出力AIマニフェストが格納されています。これ
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ら 2つのAIマニフェストの違いは、rootdisk.profile.x86.xmlに partition指定が含
まれていることだけです。rootdisk.profile.x86.xmlマニフェストの targetスタン
ザの内容は次のとおりです。

<target>

<disk>

<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>
<partition action="create" name="1" part_type="191">
<slice action="create" force="true" in_vdev="rpool_vdev" in_zpool="rpool" name="0">
<size val="15000mb"/>

</slice>

<slice action="create" force="true" is_swap="true" name="1">
<size val="1000mb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

<logical nodump="true" noswap="false">
<zpool is_root="true" name="rpool">
<vdev name="rpool_vdev" redundancy="none"/>

</zpool>

</logical>

</target>

softwareスタンザは /usr/share/auto_install/manifest/default.xml内のものと同じ
です。これは、このプロファイルにはパッケージ指定が含まれていないためです。

詳細なプロファイル変換情報の表示
ルールまたはプロファイル変換あるいはAIマニフェスト検証に関する詳細な情報を
表示するには、js2aiコマンドに -vオプションを指定します。-vオプションを指定
すると、処理ステップが表示され、エラーレポートには rulesファイルまたはプロ
ファイルをレポートから省略するのではなく、ゼロが表示されます。

# js2ai -v -p rootdisk.profile

Processing profile: rootdisk.profile

Performing conversion on: rootdisk.profile

Generating x86 manifest for: rootdisk.profile

Validating rootdisk.profile.x86.xml

Generating sparc manifest for: rootdisk.profile

Validating rootdisk.profile.sparc.xml

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

---------------------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

rootdisk.profile 0 0 0 0 0

Successfully completed conversion

出力AIマニフェストの検証
生成されたAIマニフェストを検証するには -Vオプションを使用します。
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# js2ai -V ./AI_rootdisk.profile/rootdisk.profile.sparc.xml

Successfully completed conversion

# js2ai -v -V ./AI_rootdisk.profile/rootdisk.profile.sparc.xml

Validating rootdisk.profile.sparc.xml

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

---------------------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

rootdisk.profile.sparc - - - - 0

Successfully completed conversion
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構成ファイルの変換

この章では、sysidcfgファイルをAIシステム構成プロファイルに変換する方法を示
します。多くの変換は、js2aiユーティリティーを使用して実行できます。js2ai

ユーティリティーについての詳細は、js2ai(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

AIシステム構成プロファイルは、システム構成を指定する SMF XMLプロファイル
ファイルです。AIシステム構成プロファイルについては、『Oracle Solaris 11システ
ムのインストール』の第 11章「クライアントシステムの構成」を参照してくださ
い。

sysidcfgファイルキーワードとシステム構成プロファイ
ル指令の比較

次の表では、sysidcfgファイルのキーワードとAIシステム構成プロファイル指定の
例を比較します。異なる場合では、異なる SMFプロパティー値が適用されることも
あります。42ページの「js2aiを使用した sysidcfgの変換例」および『Oracle
Solaris 11システムのインストール』の「システム構成プロファイルの例」の例を参
照してください。

表 3–1 sysidcfgファイルキーワードと構成プロファイル指令の比較

sysidcfgファイルの
キーワード システム構成プロファイルの指令

keyboard js2aiツールは変換を実行しません。sysidcfgファイルで指定された
キーボードがOracle Solaris 11でサポートされていることを確認してくだ
さい。
サービス名: system/keymap
プロパティーグループ名: keymap
プロパティー値名: layout
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表 3–1 sysidcfgファイルキーワードと構成プロファイル指令の比較 (続き)
sysidcfgファイルの
キーワード システム構成プロファイルの指令

name_service AIはDNS、NIS、および LDAPをサポートします。js2aiツールは
NONE、DNS、NIS、および LDAPの値をサポートします。NIS+ネーム
サービスはNISとして変換されます。ネームサービスが構成されている
場合は、ネットワークを DefaultFixedとして構成する必要があります。
サービス名: system/name-service/switch
プロパティーグループ名: config
プロパティー値名: netgroup

network_interface AIでは、システムインストールの一部として単一インタフェースの構成
のみがサポートされます。この制限のため、js2aiツールは PRIMARYと
いう名前のインタフェースまたは sysidcfgファイル内で見つかった最初
のインタフェースのみを処理します。name_serviceが指定されている場
合、js2aiツールはネットワークを DefaultFixedに設定します。適切に
構成された DefaultFixedネットワークは、ホスト名、IPアドレ
ス、ネットマスク、およびゲートウェイを提供する必要があります。自
動ネットワーク構成は、ネームサービスが指定されていない場合にのみ
サポートされます。
サービス名: network/install
プロパティーグループ名: install_ipv4_interface
プロパティー値名: static_address
プロパティーグループ名: install_ipv6_interface

nfs4_domain サポートされていません。

root_password js2aiツールは変換を実行しません。
サービス名: system/config-user
プロパティーグループ名: root_account
プロパティー値名: password

security_policy js2aiツールは値 NONEをサポートします。

service_profile js2aiツールは値 limited_netをサポートします。

system_locale js2aiツールは変換を実行しません。sysidcfgファイルで指定されたロ
ケールがOracle Solaris 11でサポートされていることを確認してくださ
い。
サービス名: system/environment
プロパティーグループ名: environment
プロパティー値名: LC_ALL

terminal js2aiツールは変換を実行しません。sysidcfgファイルで指定された端
末タイプがOracle Solaris 11でサポートされていることを確認してくださ
い。
サービス名: system/console-login
プロパティーグループ名: ttymon
プロパティー値名: terminal_type
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表 3–1 sysidcfgファイルキーワードと構成プロファイル指令の比較 (続き)
sysidcfgファイルの
キーワード システム構成プロファイルの指令

timeserver js2aiツールは値 localhostをサポートします。

timezone js2aiツールは変換を実行しません。
サービス名: system/timezone
プロパティーグループ名: timezone
プロパティー値名: localtime

js2aiを使用した sysidcfgファイルからシステム構成プロ
ファイルへの変換

js2aiユーティリティーに -sオプションを指定して使用して、この JumpStart構成に
関連付けられた sysidcfgファイルをシステム構成プロファイルファイルに変換しま
す。最初は -Sオプションを使用して検証をスキップします。

/usr/sbin/js2ai -sS [-d sysidcfg_dir] [-D destination_dir]

js2aiは、処理された sysidcfgファイルごとに、js2aiコマンドが起動されたディレ
クトリ内に sc_profile.xmlという名前のAIシステム構成プロファイルファイルを作
成します。sc_profile.xmlファイルに別のディレクトリを指定するには、-Dオプ
ションを使用します。

変換が正常に完了したというメッセージが表示されない場合、エラーレポートおよ
び js2ai.logファイルを調べます。エラーレポートおよびログファイルは、警告、処
理エラー、サポートされない項目、変換エラー、および検証エラーを報告しま
す。エラーレポートは stdoutへの表出力で、sysidcfgファイルの変換中に発生した
タイプごとのエラーの番号を示します。ログファイルには問題が記述されます。

1. 処理エラーを修正します。
2. sysidcfgファイルから、サポート外項目として一覧表示されたすべての行を削除
します。

3. 変換エラーを検査して、可能な場合はエラーを修正します。それ以外の場合
は、エラーの原因となっている行を削除します。

4. 警告メッセージを検査して、修正が必要ないことを確認します。

変換が正しく完了したことを示すメッセージを受け取ったら、-Sオプションを付け
ずに js2aiコマンドを実行して、出力された sc_profile.xmlファイルを検証しま
す。検証エラーは sc_profile.xmlファイル内で修正する必要があります。

特定の出力システム構成プロファイルを検証するには、-Vオプションを付けて js2ai

コマンドを実行します。
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# js2ai -V path/sc_profile.xml

システム構成プロファイルは、プロファイルをAIインストールサービスに追加した
とき、またはAIインストールサーバー上で次のコマンドを実行したときにも検証さ
れます。

# installadm validate -n install_service_name sc_profile.xml

installadm validateコマンドについては、『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』の「システム構成プロファイルを検証する」を参照してください。

js2aiを使用した sysidcfgの変換例
このセクションでは、js2aiの使用による sysidcfgファイルからAIシステム構成プ
ロファイルファイルへの変換を示します。js2aiは、処理された sysidcfgファイルご
とに、js2aiコマンドが起動されたディレクトリ内に sc_profile.xmlという名前の
AIシステム構成プロファイルファイルを作成します。sc_profile.xmlファイルに別
のディレクトリを指定するには、-Dオプションを使用します。

サンプル sysidcfgファイル
この例では、次の sysidcfgファイルを使用します。

timezone=US/Pacific

terminal=xterms

timeserver=localhost

network_interface=primary {

hostname=host1

ip_address=10.80.127.35

netmask=255.255.255.224

protocol_ipv6=no

default_route=10.80.127.33}

root_password=rJmv5LUXM1OcU

security_policy=none

sysidcfgファイルオプションを指定した js2aiの使用
次のコマンドを使用して、この sysidcfgファイルを処理します。検証が実行されな
かったため、エラーレポートでは検証エラーはハイフン文字として表示されま
す。検証は -Sオプションによって抑制されます。

# js2ai -sS

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

------------------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

sysidcfg 0 0 0 1 -

Conversion completed. One or more failures occurred.

For errors see js2ai.log
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# cat js2ai.log

sysidcfg:line 4:CONVERSION: when the PRIMARY interface is specified, by default the

system will be configured for both IPv4 and IPv6 via automatic network configuration.

The options specified will be ignored. If you wish to configure the interface with

the specified options replace PRIMARY with the name of the interface that should be

configured.

同等のシステム構成プロファイルファイル
次に示す変更された sysidcfgファイルは、js2ai.logファイルで報告されたエラーに
対処します。PRIMARYインタフェース指定はインタフェース名 e1000gで置換されてい
ます。

timezone=US/Pacific

terminal=xterms

timeserver=localhost

network_interface=e1000g {

hostname=host1

ip_address=10.80.127.35

netmask=255.255.255.224

protocol_ipv6=no

default_route=10.80.127.33}

root_password=rJmv5LUXM1OcU

security_policy=none

# js2ai -sS

Successfully completed conversion

今回はエラーレポートが出力されず、js2ai.logファイルは空です。

次の sc_profile.xmlファイルが生成されます。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<!DOCTYPE service_bundle

SYSTEM ’/usr/share/lib/xml/dtd/service_bundle.dtd.1’>

<service_bundle name="system configuration" type="profile">
<service name="system/timezone" type="service" version="1">
<instance enabled="true" name="default">
<property_group name="timezone" type="application">
<propval name="localtime" type="astring" value="US/Pacific"/>

</property_group>

</instance>

</service>

<service name="system/console-login" type="service" version="1">
<instance enabled="true" name="default">
<property_group name="ttymon" type="application">
<propval name="terminal_type" type="astring" value="xterms"/>

</property_group>

</instance>

</service>

<service name="system/config-user" type="service" version="1">
<instance enabled="true" name="default">
<property_group name="root_account" type="application">
<propval name="password" type="astring" value="rJmv5LUXM1OcU"/>

</property_group>
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</instance>

</service>

<service name="system/identity" type="service" version="1">
<instance enabled="true" name="node">
<property_group name="config" type="application">
<propval name="nodename" type="astring" value="host1"/>

</property_group>

</instance>

</service>

<service name="network/install" type="service" version="1">
<instance enabled="true" name="default">
<property_group name="install_ipv4_interface" type="application">
<propval name="name" type="astring" value="e1000g/v4"/>
<propval name="address_type" type="astring" value="static"/>
<propval name="static_address" type="net_address_v4" value="10.80.127.35/27"/>
<propval name="default_route" type="net_address_v4" value="10.80.127.33"/>

</property_group>

</instance>

</service>

<service name="network/physical" type="service" version="1">
<instance enabled="true" name="default">
<property_group name="netcfg" type="application">
<propval name="active_ncp" type="astring" value="DefaultFixed"/>

</property_group>

</instance>

</service>

</service_bundle>

詳細な構成変換情報の表示
sysidcfgファイル変換またはシステム構成プロファイル検証に関する詳細な情報を
表示するには、js2aiコマンドに -vオプションを指定します。-vオプションを指定
すると、処理ステップが表示され、エラーが発生しなかった場合にエラーレポート
が省略されるのではなく、エラーレポートにゼロが表示されます。

# js2ai -sv

Processing: sysidcfg

Performing conversion on: sysidcfg

Generating SC Profile

Validating sc_profile.xml

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

------------------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

sysidcfg 0 0 0 0 0

Successfully completed conversion

出力システム構成プロファイルの検証
生成されたシステム構成プロファイルを検証するには、-Vオプションを使用しま
す。
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# js2ai -v -V ./sc_profile.xml

Validating sc_profile.xml

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

------------------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

sc_profile - - - - 0

Successfully completed conversion

js2aiを使用した sysidcfgファイルからシステム構成プロファイルへの変換
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Oracle Solaris 11サーバー上の JumpStartを
使用したOracle Solaris 10のインストール

JumpStartを使用して、ネットワーク上の SPARCおよび x86プラットフォーム上に
Oracle Solaris 10オペレーティングシステムをインストールすることを十分に理解し
ているユーザーは、JumpStartはOracle Solaris 11 OSでなくOracle Solaris 10 OSをイン
ストールするためにのみ使用できるということをおそらくご存じでしょう。ただ
し、JumpStartインストールサーバーはOracle Solaris 11システムとすることができま
す。

Oracle Solaris 11サーバーは次の 2種類の作業を実行できます。

■ 自動インストーラを使用してOracle Solaris 11 OSのインストールを行います。詳
細は、『Oracle Solaris 11システムのインストール』のパート III「インストール
サーバーを使用したインストール」を参照してください。

■ JumpStartを使用してOracle Solaris 10 OSのインストールを行います。この章で
は、JumpStartインストールサーバーをOracle Solaris 11システム上に設定する方法
について説明します。JumpStartの詳細は、『Oracle Solaris 10 9/10インストールガ
イド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。
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Oracle Solaris 10 JumpStartサーバーとしてのOracle Solaris
11システムの設定

次のステップでは、Oracle Solaris 11 JumpStartインストールサーバーを作成して
Oracle Solaris 10 OSをクライアントシステムにインストールする方法について説明し
ます。

1. JumpStartインストールサーバーになるマシンにOracle Solaris 11 OSをインス
トールします。

2. JumpStartインストールサーバーになるOracle Solaris 11マシンに静的 IPアドレス
を設定します。

静的 IPアドレスの設定方法については、『Oracle Solaris管理:ネットワークインタ
フェースとネットワーク仮想化』の「IPインタフェースを構成する方法」および
ipadm(1M)のマニュアルページの手順を参照してください。

3. system/boot/networkパッケージを solarisパブリッシャーからインストールしま
す。

# pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS URI

solaris origin online http://pkg.oracle.com/solaris11/release/

# pkg install pkg:/system/boot/network

Packages to install: 1

Variants/Facets to change: 3

Create boot environment: No

Create backup boot environment: No

Services to change: 1

DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB)

Completed 1/1 13/13 0.0/0.0

PHASE ACTIONS

Install Phase 34/34

PHASE ITEMS

Package State Update Phase 1/1

Image State Update Phase 2/2

PHASE ITEMS

Reading Existing Index 8/8

Indexing Packages 1/1

4. 最新のOracle Solaris 10 DVDイメージをダウンロードします。
このイメージは、インストールイメージおよび JumpStartツールのソースで
す。JumpStartはOracle Solaris 11 OSでなくOracle Solaris 10 OSをインストールする
ためだけに使用できることを思い出してください。

5. Oracle Solaris 10 DVDイメージと setup_install_server(1M)コマンドを使用し
て、JumpStartインストールサーバーを設定します。
次の例では SPARC用のOracle Solaris 10 9/10 DVDイメージを使用しています。

Oracle Solaris 10 JumpStartサーバーとしてのOracle Solaris 11システムの設定
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# /media/SOL_10_0910_SPARC/Solaris_10/Tools/setup_install_server /export/s10u9_sparc

Verifying target directory...

Calculating the required disk space for the Solaris_10 product

Calculating space required for the installation boot image

Copying the CD image to disk...

Copying Install Boot Image hierarchy...

Copying /boot netboot hierarchy...

Install Server setup complete

6. jumpstart_sampleファイルをDVDイメージから JumpStartプロファイルの場所に
コピーします。

# cd /media/SOL_10_0910_SPARC/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample

# mkdir -p /export/profiles/s10profile

# cp -pr * /export/profiles/s10profile

7. 50ページの「rm_install_clientスクリプトの問題」に記載されている回避策を
実行します。

8. 51ページの「checkスクリプトの問題」に記載されている回避策を実行します。

9. check(1M)コマンドに -p s10-imageオプションを付けて実行し、JumpStartプロ
ファイルを検証します。

次の例では、簡潔に示すために多くの出力行が省略されています。-pオプション
はすべてのOracle Solaris 10 Updateリリースで機能するとは限らないことに注意し
てください。Oracle Solaris 10 Update 7以降を使用していることを確認してくださ
い。(参照CR 6728067。)

# cd /export/profile/s10profile

./check -p /export/s10u9_sparc

45 blocks

Validating rules...

Validating profile host_class...

Validating profile zfsrootsimple...

Validating profile net924_sun4c...

Validating profile upgrade...

Validating profile x86-class...

Validating profile any_machine...

The custom JumpStart configuration is ok.

10. udp6が使用可能でオンラインであることを確認します。

# svcs udp6

STATE STIME FMRI

disabled 8:36:55 svc:/network/tftp/udp6:default

# svcadm enable network/tftp/udp6

# svcs udp6

STATE STIME FMRI

online 8:38:28 svc:/network/tftp/udp6:default

11. /tftpbootディレクトリを /etc/netbootディレクトリとリンクしま
す。/etc/netbootディレクトリが存在しない場合は作成します。

# ls /etc/netboot

/etc/netboot: No such file or directory

# mkdir -m 755 /etc/netboot

# ln -s /etc/netboot /tftpboot

# ls -l /tftpboot

lrwxrwxrwx 1 root root 12 Sep 14 8:46:51 /tftpboot -> /etc/netboot

Oracle Solaris 10 JumpStartサーバーとしてのOracle Solaris 11システムの設定
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JumpStartは /tftpbootをネットワークブート用に使用します。AIは /etc/netboot

をネットワークブート用に使用します。このOracle Solaris 11サーバーが JumpStart
インストールサーバーとAIインストールサーバーの両方の役割を果たすことがで
きる場合は、/tftpbootを /etc/netbootに対するシンボリックリンクにすること
で 2つのツールが共存できるようにする必要があります。

ヒント –このサーバーを JumpStartインストールサーバーまたはAIインストール
サーバーのいずれかとしてのみ使用することを計画している場合、このステップ
は不要です。ただし、後で計画を変更する場合にネットブートエラーの失敗を回
避するためには、いずれにしてもこのステップを実行する必要があります。

12. add_install_client(1M)を実行してクライアントをインストールします。

/export/s10u9_sparc/Solaris_10/Tools/add_install_client -e 8:0:20:fd:f2:18 \

-c line2-x4100:/export/profiles/s10profile \

-p line2-x4100:/export/profiles/s10profile line2-t1 sun4u

Adding Ethernet number for line2-t1.sfbay.sun.com to /etc/ethers

making /tftpboot

enabling network/rarp service

enabling network/rpc/bootparams service

updating /etc/bootparams

copying boot file to /tftpboot/inetboot.SUN4U.Solaris_10-1

既知の問題の回避策
このセクションでは、特定の問題を回避するための手順を示します。

rm_install_clientスクリプトの問題
CR 6646677: The rm_install_client script does not work with Solaris 10 dig based

nslookup

この問題を回避するには、Oracle Solaris 10ネットイメージの rm_install_clientスク
リプトに次の変更を行います。たとえば、Oracle Solaris 10ネットイメージを
/export/s10u9/dvds/latestに設定した場
合、/export/s10u9/dvds/latest/Solaris_10/Tools/rm_install_clientの
rm_install_clientスクリプトに次の変更を行います。

次に示す行 168を変更します。

ANS=‘nslookup ${K} 2>&1‘

次のようになりました。

ANS=‘nslookup ${K} | /bin/sed ’/^;;/d’ 2>&1‘

既知の問題の回避策
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次に示す行 273を変更します。

ANS=‘echo $ANS | sed -e ’s/#.*$//’‘

次のようになりました。

ANS=‘echo $ANS | sed -e ’s/ #.*$//’‘

checkスクリプトの問題
CR 6838095: opensolaris jumpstart server doesn’t run the check script correctly

この問題を回避するには、JumpStartプロファイルディレクトリ
/export/profile/s10profileの checkスクリプトを変更して /usr/sunos/bin/shを使
用するようにします。checkスクリプトの先頭行を次の行に置換します。

#!/usr/sunos/bin/sh

既知の問題の回避策
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